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５月13日り議会だよ

議会だよりモニターアンケート結果より
　進化し続ける議会だより！

12

新連載！議会のトリセツ 13

市政のここが聴きたい!! 一般質問 14

24市民の声

令和２年度一般会計予算
　新総合体育館建設・自転車活用推進事業ほか

　２３月定例会で決めました
　陳情 南農高校の単独存続は⁉

４

常任委員会報告 ７

時には
自転車で
リフレッシュ!

時には
自転車で
リフレッシュ!

安曇野市では自転車を活用したまちづくりを推進しています

その１



　令和２年３月定例会は２月19日から
３月19日までの 30日間開催され、令和
２年度一般会計予算を含む議案 42 件、
陳情６件が審議されました。その中から
本会議での質疑と討論等を紹介します。

南農高校の

　 「ＳＤＧｓ」とは
　国連で定めた持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: 
SDGs〈エスディージーズ〉）のこと。

　貧困、教育、福祉、環境など 17 項目にわたる目標を掲
かか

げ、2030 年まで
に達成する具体的行動指針を示している。

　安曇野市では第２期地方創生総合戦略の中で、戦略の位置づけとして
「SDGs の達成に寄与するもの」と明記している。
　３月定例会では複数の議員が一般質問で取り上げており、議会としても
今後取り組むべき課題となっている。

議案第41号　教育長の任命につき、橋
は し ど か つ や

渡勝也さんとすることに同意した。

議案第42号　人権擁護委員の推薦につき、中
なかじま

島こず江
え

さんと佐
さ は ら え つ じ

原悦司さんを適任とした。

人 事
案 件

増
田 

望
三
郎

小
林 

純
子

一
志 

信
一
郎

小
松 

芳
樹

　
本
市
の
最
高
規
範
で
あ
る
基
本
条

例
に
議
会
の
役
割
を
明
文
化
し
て
残

す
こ
と
は
、
市
、
市
民
、
議
会
の
そ

れ
ぞ
れ
が
役
割
と
責
務
を
自
覚
し
、

お
互
い
を
認
識
し
合
え
る
の
で
、
必

要
で
あ
る
。

　
法
令
か
ら
包ほ

う
か
つ括

的
に
引
用
す
る
規

定
方
法
に
改
め
る
こ
と
は
、
憲
法
や

地
方
自
治
法
な
ど
に
書
い
て
あ
る
画

一
的
で
理
念
的
な
引
用
に
し
か
な
ら

ず
、
議
会
と
市
民
と
行
政
と
の
関
係

に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
条
文
に
な

ら
な
い
。

　
議
会
の
権
能
や
活
動
原
則
全
て
を

明
記
す
る
こ
と
は
、
条
例
を
煩は

ん
ざ
つ雑

化

さ
せ
、
広
範
な
権
能
や
活
動
原
則
を

言
い
表
せ
な
い
。

　
第
８
条
の
改
正
内
容
は
、
す
で
に

議
会
基
本
条
例
第
12
条
で
、「
政
策

提
案
及
び
政
策
提
言
」
と
し
て
定
め

ら
れ
て
お
り
、
自
治
基
本
条
例
に
新

た
に
定
め
る
こ
と
は
不
自
然
と
考
え

る
。

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

議
案
第
３
号  

　
安
曇
野
市
自
治
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

可決

地
方
自
治
法
、
議
会
基
本
条
例

に
議
員
の
役
割
や
責
務
が
規
定

さ
れ
て
い
る
中
で
、
あ
え
て
条

例
に
明
文
化
さ
れ
た
背
景
や
意

義
が
あ
る
と
思
う
が
。

答

問

条
例
制
定
に
向
け
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
市
民
会
議
な
ど
議

論
を
重
ね
た
。
議
会
の
権
能
の

一
つ
、
二
つ
だ
け
を
取
り
上
げ

る
合
理
的
理
由
が
な
い
。

議
案
の
質
疑

討
　
　
論

　
自
治
基
本
条
例
第
８
条
に
明
文
化
さ
れ
た
「
市
議
会
の
役
割
」
を
、
地
方
自
治

法
や
既
に
あ
る
議
会
基
本
条
例
を
引
用
す
る
規
定
に
改
正
す
る
内
容
。

陳情

難しい用語を

少しだけ解説します
！ 解 

説
コ
ー
ナ
ー

ページへ15.17
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単独存続は⁉ 審議した結果および　　　　　　 　　　  賛否が分かれた議案等

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑

討
　
　
論増

田 

望
三
郎

小
林 

陽
子

一
志 

信
一
郎

林
　
孝
彦

井
出 

勝
正

宮
下 

明
博

　
少
子
化
に
向
か
う
中
、
単
独
存
続

で
魅
力
あ
る
高
校
が
つ
く
れ
る
の

か
。
商
工
と
連
携
し
相
乗
効
果
に
よ

る
魅
力
を
高
め
て
の
存
続
も
あ
り
、

単
独
で
存
続
す
る
こ
と
の
根
拠
が
分

か
ら
な
い
。

　
人
口
減
少
を
考
え
る
と
単
独
存
続

に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
、地
域
の
将
来
、

教
育
、
人
材
育
成
、
産
業
振
興
に
寄

与
す
る
の
か
判
断
が
つ
か
な
い
。
市

内
高
校
を
調
査
す
る
な
ど
、
議
会
で

検
討
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

　
旧
第
11
通
学
区
の
高
校
再
編
計
画

で
は
、
専
門
学
校
は
総
合
技
術
高
校

　
長
年
農
業
や
広
い
分
野
で
地
域
に

貢
献
す
る
立
派
な
人
材
を
輩
出
し
て

き
た
、
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
必
要
な
学
校
で
あ
る
。
存
続
の

熱
い
願
い
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
高
校
再
編
は
県
が
決
め
る
こ
と
で

あ
り
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
存
続
を

願
っ
て
い
る
気
持
ち
に
応
え
る
べ
き

で
あ
る
。

　
市
内
に
４
つ
の
高
校
が
あ
り
、
ど

の
高
校
か
ら
存
続
を
求
め
る
陳
情
が

出
て
も
採
択
す
べ
き
だ
。
市
は
田
園

風
景
が
最
高
の
売
り
で
あ
る
。
農
業

後
継
者
不
足
の
な
か
、
こ
の
景
観
と

食
を
守
る
た
め
に
も
、
現
時
点
で
は

素
朴
に
市
民
の
声
を
聞
く
段
階
だ
。

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

令
和
元
年 

陳
情
第
11
号

　
南
安
曇
農
業
高
等
学
校
の
存
続
を
求
め
る
陳
情
書

補正前の予算額   →
422億7,400万円　

補正予算
審議

補正額（増額）→  
10億4,200万円

 補正後の予算額
433億1,600万円

可　決令和元年度一般会計補正予算（第５号）
議案第10号

採択

県
が
所
管
す
る
施
設
に
市
議
会

と
し
て
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る

と
判
断
し
た
の
か
。

委
員
の
半
数
が
継
続
審
査
を
望

み
、
委
員
長
が
採
決
す
る
判
断

を
し
た
が
議
論
不
足
で
は
な
い

か
。

答

問

市
民
の
声
を
後
押
し
す
る
こ
と

が
議
員
と
し
て
大
切
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

委
員
会
で
須
坂
創
成
高
校
を
視

察
し
、
市
教
育
委
員
会
の
基
本

的
な
考
え
を
聞
く
な
ど
議
論
も

重
ね
た
上
で
の
判
断
。

歳入では、ふるさと寄附金等の増額、歳出では、中学校冷房設備等の整備費用等の
増額が主たるものです。また11の特別会計等についても補正予算が可決されました。

　
南
農
高
校
の
単
独
存
続
を
支
援
す
る
こ
と
を
求
め
た
陳
情
。
審
査
内
容
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
要
望
項
目
に
あ
る
「
単
独
存
続
」
で
し
た
。
令
和
元
年
12
月
定
例
会
で

は
継
続
審
査
と
な
り
、
そ
の
間
、
福
祉
教
育
委
員
会
で
は
総
合
高
校
と
し
て
合
併

し
た
須
坂
創
成
高
校
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
今
定
例
会
も
委
員
会
で
２
度
の
継

続
審
査
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
否
決
さ
れ
、
委
員
会
、
本
会
議
共
に
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

の
設
置
を
広
域
的
、
多
角
的
に
検
討

す
る
考
え
だ
。
定
員
割
れ
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
魅
力
あ
り
地
域
に
愛
さ

れ
る
高
校
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

令和２年  3 月定例会

多様な学科がある南安曇農業高等学校

ページへ10.11
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市民１人あたり

約43万円
（令和元年度は
約42万円）

人口9万 7,439人（令和2年 3月1日現在）

3万1,300円/人
小中学校などに 5万2,500円/人

借入金返済に 4万5,100円/人
各種サービスに

5万1,000円/人
保健や環境衛生などに

4,600円/人
基金（預金）積み立てなどに

6万4,700円/人
道路や公園・

駅周辺整備などに

3万6,100円/人
労働・商工業・農業や
水産業・山林などに

1万5,600円/人
消防・防災対策などに

13万2,800円/人
福祉などのために

安曇野市民が 輝く  生き生き予算
令和 2年度一般会計予算

総額 421億 8,000 万円を可決

一般会計予算に関する
質疑・討論は次の 6ページから

積立金

4億5,000万円

※市民1人あたりの金
額は100円未満切り
捨て。その他の金額
は100万円未満切り
捨てのため一般会計
歳出合計と一致しな
い。

総務費

民生費

衛生費農林水産業
・労働費 

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費 議会費

129億4,900万円

2億4,700万円2,300万円 5,000万円

43億9,900万円

15億2,500万円

49億7,300万円

63億1,100万円

16億6,700万円

30億5,500万円
51億2,300万円

一般会計歳出
421億8,000万円

18億5,200万円

※100万円未満切り捨て

小中学校

各種サ ビスに
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　令和 2 年度の一般会計の市債
（借金）残高見込みは約 429 億円。
１人当たりの市債（借金）残高は
約 44 万 200 円になります。

594万円
〇防災マップ改訂
（防災啓発事業）
見やすい、分かりやすい
防災マップのために

7,647万円
〇公共交通事業
デマンド交通「あづみん」など市民
の生活に必要な移動手段確保の
ために

1,186万円
〇空家対策等事業
空き家の適正管理と利活用を推進するために

239万円
〇自転車活用推進事業
自転車による健康づくり
と自転車活用機運を高め
るために

2,462万円
〇入浴料金割引券交付事業
市民の健康増進のために

＊1万円未満は、端数切り捨て市民の健康増進に新総合体育館 （令和3年10月完成予定）

　市民生活になくてはならない
　　　新ごみ処理施設（令和3年2月完成予定）

総事業費100億4,400万円

総事業費38億6,500万円

ここにも注目！

注 

目 

事 

業

令和２年  3 月定例会

本年度は28億1,655万円

本年度は14億1,377万円

完成予想図

完成予想図

本年度は28億1,655万円

本年度は14億1,377万円

完成予想図

完成予想図

4
AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2020. 5.13 安曇野市議会だより    第 58号



空き家

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
元
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
２
月
25
日
に
、
令
和
２
年
度
安

曇
野
市
一
般
会
計
予
算
を
含
む
議
案
７
件
と
陳
情
４
件
を
３
月
９
日
に
審
査
し
ま
し
た
。
議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓
　

常任委員会報告

総
務
環
境

安
曇
野
市
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等
及
び
生
活

環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
及
び
安
曇
野
市

一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数
料
に
係
る
収
入
証

紙
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一

般
会
計
予
算
（
総
務
環

境
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第５号議案第22号
ご
み
袋
代
の
収
入
証
紙
代
が
松
本
市
に
比
べ

て
高
い
。
今
回
の
50
円
の
大
袋
の
追
加
に
関

わ
っ
て
、
30
円
の
袋
も
含
め
て
、
袋
代
の
値

下
げ
な
ど
価
格
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
の

か
。

新
規
空
家
対
策
の
補
助
金
が
始
ま
る
と
い
う

こ
と
で
１
０
５
０
万
円
の
予
算
が
組
ま
れ
て

い
る
が
、
そ
の
中
で 

予
算
の
配
当
件
数
は

ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
対
策
協
議
会
の
ほ
う

で
特
定
空
家
を
認
定
す
る
が
、
何
を
も
っ
て

空
き
家
と
す
る
の
か
。

公
共
交
通
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
体

制
、
組
織
で
研
究
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
計

画
で
進
め
て
い
く
の
か
。
議
会
や
市
民
の
意

見
は
、
そ
の
研
究
を
進
め
る
中
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答

答

答

問

問

問

今
回
、
50
リ
ッ
タ
ー
袋
を
導
入
す
る
に
当
た

り
、
手
数
料
は
据す

え
置
き
で
、
リ
ッ
タ
ー
当

た
り
１
円
を
据
え
置
く
と
い
う
こ
と
で
、
関

係
市
町
村
の
中
で
話
を
ま
と
め
た
。
松
本
市

は
無
料
だ
が
、
そ
の
他
の
市
は
基
本
的
に
１

リ
ッ
タ
ー
１
円
、
10
リ
ッ
タ
ー
10
円
前
後
の

手
数
料
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
運
用
し
て
い

く
。
ま
た
、
特
定
空
家
基
準
が
あ
り
、
事
前

に
諮は

か

る
前
に
建
築
士
等
が
調
査
を
し
、
そ
こ

で
評
点
等
を
つ
け
、
そ
の
総
合
的
な
評
価
点

等
を
鑑か

ん
が

み
、
協
議
し
、
特
定
空
家
に
す
る
か

ど
う
か
を
決
定
し
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
協
議
会
の
部
会
を
設
け
て
、

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
一
定
の
方
向
性
が
出

る
ま
で
検
討
し
て
い
く
。
今
、
巡
回
バ
ス
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い
る
が
、

今
後
さ
ら
に
精
度
を
高
め
る
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
も
吸
収
し
、
反
映
さ
せ
て
い
く
。

防
災
マ
ッ
プ
の
改
訂
と
防
災
用
品
購
入
補
助

等
を
行
う
と
あ
る
が
、
防
災
マ
ッ
プ
は
い
つ

頃
ま
で
に
作
る
の
か
。
ま
た
、
防
災
用
品
を

も
う
少
し
使
い
や
す
い
内
容
に
す
る
と
い
う

検
討
も
し
て
い
る
の
か
。

答

問

防
災
マ
ッ
プ
は
、
県
が
令
和
元
年
度
内
に
発

表
す
る
千
年
確
率
を
受
け
て
、
令
和
２
年
度

中
に
作
成
す
る
予
定
。
水
１
本
で
も
補
助
で

き
る
、
皆
さ
ん
の
使
い
や
す
い
補
助
金
に
す

る
。
期
間
を
３
年
程
度
延
長
し
、
広
報
も
併あ

わ

せ
て
し
て
い
く
。

　概
おおむ

ね一年以上居住その他使用実績が
ない建築物あるいは付属する門、塀

へい

、
看板等工作物で、情報を基に現地確認
をして、空き家のリストに載

の

せる。
　特に著

いちじる

しく保安上危険なところを選
んで協議会に諮

はか

り、特定空家の推薦を
してもらう。

トピック

安
ペ
ー
ジ
へ

10
・11
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新年度一般会計予算 議会はここに注目 !!
空き家対策に本腰～新たな補助制度の充実

同一労働・同一賃金～会計年度任用職員制度がスタート

空き家のことで困ったら、
安曇野市空家対策室へ

どこに相談したらよいのか

わからない

空き家になってしまったらどうすれば…？

移
住
定
住
促
進
事
業
に
質
疑

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
質
疑

小
林 

純
子

松
枝 

功

　
市
と
市
農
業
委
員
会
は
、
住
民
訴

訟
の
判
決
内
容
か
ら
県
の
行
政
指
導

や
助
言
を
受
け
た
が
、
従
わ
ず
反
論

し
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
市
行
政
が
、

適
切
な
予
算
編
成
や
適
正
な
予
算
執

行
が
で
き
る
か
、甚は

な
は

だ
疑
問
で
あ
る
。

　
市
は
、
行
政
訴
訟
判
決
に
伴
う
県

か
ら
の
行
政
指
導
、
助
言
に
反
論
し

た
。
裁
判
所
の
判
断
に
は
従
う
の
が

一
般
的
な
ル
ー
ル
だ
が
、
訴
訟
と

な
っ
た
事
案
は
、
市
民
の
生
活
に
影

響
す
る
重
大
な
問
題
で
は
な
く
、
裁

判
所
も
判
決
の
中
で「
公
共
の
利
益
」

を
重
要
視
し
て
お
り
、
新
年
度
予
算

は
否
決
し
て
は
な
ら
な
い
。

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

移
住
定
住
の
支
援
体
制
を
構
築

す
る
に
あ
た
り
、
空
き
家
バ
ン

ク
、
お
た
め
し
住
宅
、
移
住
セ

ミ
ナ
ー
と
体
験
会
等
、
従
来
の

取
り
組
み
に
加
え
て
新
た
に
計

画
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

こ
の
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い

て
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
の
違
い
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
臨

時
職
員
と
し
て
の
賃
金
と
比
べ

て
ど
う
か
。

答

答

問

問

移
住
定
住
促
進
事
業
を
さ
ら
に

推
進
す
る
た
め
、
空
き
家
を
活

用
し
た
お
た
め
し
住
宅
、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
等
の
新
た
な
施
策
、

事
業
展
開
を
検
討
。
移
住
希
望

者
へ
の
個
別
の
市
内
案
内
、
夜

間
・
休
日
で
も
で
き
る
移
住
相

談
な
ど
、
市
で
は
十
分
対
応
し

切
れ
な
い
部
分
を
、
安
曇
野
暮

ら
し
支
援
協
議
会
の
組
織
を
拡

充
、
強
化
し
て
対
応
す
る
。
空

き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
新

た
に
補
助
制
度
を
設
け
る
。

勤
務
時
間
の
違
い
か
ら
、
フ
ル

タ
イ
ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
区

分
を
設
け
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ

ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
１
週

間
当
た
り
の
勤
務
時
間
は
常
勤

職
員
と
同
様
の
38
時
間
45
分
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
は
、
１
週
間
当
た
り
の
勤

務
時
間
が
38
時
間
45
分
未
満
の

範
囲
。
手
当
に
つ
い
て
は
、
令

議
案
第
22
号 

令
和
２
年
度
安
曇
野
市

一
般
会
計
予
算
の
討
論

井
出 

勝
正

　
建
設
費
38
億
円
以
内
の
新
総
合
体

育
館
は
、
た
び
た
び
の
補
正
で
予
算

は
膨
ら
ん
で
い
る
。
三
郷
東
部
、
西

部
認
定
こ
ど
も
園
の
新
改
築
は
、
い

ま
だ
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

人
権
啓
発
の
特
定
団
体
へ
の
補
助
金

は
、
差
別
解
消
が
目
的
と
し
て
も
、

団
体
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
増
や
す

の
で
は
説
明
が
つ
か
ず
、
支
出
は
認

め
ら
れ
な
い
。

反
対
の
意
見

中
村 

今
朝
子

　
新
総
合
体
育
館
の
建
設
は
既
に
議

会
で
承
認
さ
れ
、
工
事
が
進
ん
で
い

る
。
人
権
啓
発
の
同
和
対
策
補
助
金

は
や
め
る
べ
き
と
い
っ
て
も
、
人
権

に
関
わ
る
事
業
に
つ
い
て
は
補
助
が

必
要
だ
か
ら
こ
そ
、
予
算
化
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

賛
成
の
意
見

和
２
年
度
か
ら
期
末
手
当
は
年

２
・
６
カ
月
分
を
支
給
す
る
。

月
額
者
は
年
０
・
８
カ
月
分
、

時
間
給
・
日
額
者
は
月
額
に
換

算
し
た
上
で
年
２
・
６
カ
月
分

の
支
給
と
な
る
の
で
、
手
当
は

増
加
す
る
。

令和２年  3 月定例会

同一労働・同一賃金
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　民法改正施行に向け『賃貸住宅
標準契約書』が改定されました。
　この 4月1日より契約書に連帯
保証人の極度額の明記が義務付
けられ、保証人の責任限度額が明
確になります。
　市営住宅においてもこれを適用
するため、条例改正を行いました。

　
市
の
ト
マ
ト
栽
培
施
設
を
譲
渡
し
た
Ａ
Ｗ
農

園
は
中
信
平
の
優
良
企
業
と
な
り
、
も
う
市
と
し

て
補
助
金
６
３
７
万
１
０
０
０
円
（
固
定
資
産
税

分
）
を
免
除
す
る
必
要
は
な
い
。

　
住
民
訴
訟
判
決
を
受
け
、
農
地
転
用
が
不
適
正

だ
と
し
て
県
か
ら
行
政
指
導
や
助
言
が
あ
っ
た

が
、
市
は
そ
れ
に
反
論
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
予

算
執
行
に
信
頼
が
置
け
な
い
の
で
反
対
す
る
。

　
農
地
が
絡
む
事
業
に
つ
い
て
、
商
工
観
光
部
は

農
業
委
員
会
と
連
携
し
適
正
に
進
め
る
よ
う
県
か

ら
行
政
指
導
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
反
論

し
認
め
て
い
な
い
状
況
で
は
、
信
頼
の
置
け
る
事

業
執
行
は
期
待
で
き
な
い
の
で
反
対
す
る
。

　
ト
マ
ト
栽
培
施
設
の
処
理
は
Ａ
Ｗ
農
園
に
譲
渡

す
る
こ
と
が
最
善
の
方
法
で
あ
っ
た
の
で
、
予
算

に
問
題
は
な
い
。

井
出 

勝
正

小
林 

純
子

小
林 

純
子

宮
下 

明
博

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

賛
成
の
意
見

令
和
２
年
度
安
曇
野
市

一
般
会
計
予
算
（
経
済

建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

令
和
２
年
度
安
曇
野
市
産

業
団
地
造
成
事
業
特
別

会
計
予
算

議案第22号

議案第31号

施設廃止の方向にある三郷堆肥センター

経
済
建
設

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
含
む
議
案
10
件
を
２
月
25
日
に
、

令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
予
算
を
含
む
議
案
13
件
を
３
月
11
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　   

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

三
郷
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
市
が
進
め
る
有
機

農
法
に
必
要
な
施
設
と
位
置
づ
け
る
な
ら
、

維
持
管
理
に
手
を
か
け
て
い
く
べ
き
で
は
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
廃
止
は
わ
か
る

が
、堆
肥
製
造
の
事
業
自
体
も
廃
止
な
の
か
。

南
部
総
合
公
園
の
噴
水
の
改
修
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
。

答答答 問問問
市
の
公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
の
中
で
、
堆

肥
セ
ン
タ
ー
は
廃
止
の
方
向
性
が
出
て
い
る

の
で
、
大
規
模
修
繕
は
行
わ
な
い
。

有
機
農
法
の
推
進
は
継
続
す
る
が
、
改
め
て

新
た
な
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
施
設
の
建

設
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い
。

松
本
市
の
花
時
計
公
園
の
噴
水
の
よ
う
に
、

高
さ
や
水
量
が
可
変
式
で
、
見
る
だ
け
で
な

く
「
水
に
親
し
ん
で
遊
べ
る
噴
水
」
に
す
る
。

　
予
算
全
体
の
中
で
一
点
に
固
執
し
て
予
算
執
行

を
許
さ
な
い
と
す
る
と
、
予
算
全
体
が
止
ま
っ
て

し
ま
う
。
本
予
算
は
特
別
な
問
題
も
な
い
の
で
、

速
や
か
な
る
予
算
執
行
を
求
め
、
賛
成
す
る
。

　
産
業
団
地
造
成
に
向
け
て
、
農
地
転
用
も
法
に

適
合
し
た
形
で
当
然
や
っ
て
い
く
は
ず
な
の
で
、

予
算
に
賛
成
す
る
。

小
松 

芳
樹

宮
下 

明
博

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

　
ト
マ
ト
栽
培
施
設
は
当
初
10
年
の
指
定
管
理
契

約
だ
っ
た
。
Ａ
Ｗ
農
園
が
５
年
早
く
買
い
取
っ
た

た
め
、
固
定
資
産
税
相
当
額
を
補
助
し
た
。
履
行

坂
内 

不
二
男

賛
成
の
意
見

す
る
義
務
が
あ
る
補
助
金
な
の
で
賛
成
す
る
。

市営住宅等の
　　条例改正

トピック

ペ
ー
ジ
へ

10
・11
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認定こども園
　　　の整備

　
食
育
の
一
環
と
し
て
の
給
食
も
、
保
育
の
一
環

で
あ
り
、
給
食
費
も
無
料
に
す
べ
き
だ
。

　
信
州
型
自
然
保
育
の
た
め
に
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
で
は
な
く
、
正
規
職
員
を
任
用
す
べ

き
だ
。

　
よ
り
よ
い
改
善
の
た
め
に
は
、
運
転
手
も
使
え

れ
ば
よ
い
と
い
う
話
で
は
な
い
。

　
使
い
や
す
い
入
浴
料
金
割
引
券
の
申
請
は
不
正

使
用
を
な
く
す
意
味
合
い
も
あ
る
。
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、よ
り
よ
い
制
度
を
市
は
検
討
し
て
い
る
。

　
授
業
料
が
無
償
化
さ
れ
て
い
る
義
務
教
育
で

も
、
給
食
費
は
徴
収
さ
れ
て
い
る
の
で
妥
当
で
あ

る
。

　
や
ま
ほ
い
く
・
自
然
保
育
が
浸
透
し
て
い
な
い
。

Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
本
市
公
立
こ
ど
も
園
が
、
自
然
保
育
の
特
化
型

に
踏
み
出
す
。
ど
の
自
治
体
も
や
っ
て
い
な
い
。

心
あ
る
保
育
士
を
呼
び
込
み
、
自
然
保
育
を
全
国

に
向
け
発
信
し
て
い
く
予
算
だ
。

　
地
域
の
中
で
交
通
手
段
の
確
保
が
課
題
だ
。
行

政
が
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

　
地
域
公
共
交
通
の
問
題
も
含
ん
だ
陳
情
だ
。
高

齢
者
の
外
出
機
会
を
増
や
し
、
健
康
で
健
や
か
な

老
後
を
お
く
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
に
沿
っ

た
事
業
で
あ
り
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

小
林 
陽
子

小
松 

洋
一
郎

増
田 

望
三
郎

小
松 

洋
一
郎

猪
狩 

久
美
子

猪
狩 

久
美
子

猪
狩 

久
美
子

増
田 

望
三
郎

内
川 

集
雄

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

賛
成
の
意
見

安
曇
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議案第６号

令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一

般
会
計
予
算
（
福
祉
教

育
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第22号

使
い
や
す
い
入
浴
料
金
割

引
券
の
発
行
に
つ
い
て

南
安
曇
農
業
高
等
学
校

の
存
続
を
求
め
る
陳
情
書

陳情第２号

令和元年
陳情第11号

福
祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
元
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
含
む
議
案
４
件
を

２
月
25
日
に
、
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
予
算
を
含
む
議
案
８
件
と
陳
情
２
件
を
、
３
月
10
日
に
審
査
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓
　

　
質
疑
・
意
見
交
換
・
討
論
を
行
い
、
採
択
は
賛

否
同
数
と
な
り
、
議
会
委
員
会
条
例
第
17
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
委
員
長
が
採
決
し
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　
本
議
会
で
の
質
疑
・
討
論
は

　三郷東部・西部認定こども園の施設
整備について、一般質問や委員会の中
で、様々な質疑・意見交換が行われま
した。
　市からは「地元の皆さんの意見を伺
いながら、９月ころまでには方向性を
決めていきたい。」との答弁がありま
した。

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

常任委員会報告

トピック

ペ
ー
ジ
へ

10
・11

ペ
ー
ジ
へ
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賛否が分かれた議案等

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

議　案
第３号 安曇野市自治基本条例の一部を改正する条例 ３／19 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議　案
第６号

安曇野市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例

３／19 原案
可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第22号 令和２年度安曇野市一般会計予算 ３／19 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議　案
第31号

令和２年度安曇野市産業団地造成事業特別
会計予算 ３／19 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

令和元年
陳情
第11号

南安曇農業高等学校の存続を求める陳情書 ３／19 採択 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ 議

陳　情
第２号 使いやすい入浴料金割引券の発行について ３／19 不採択 × ○ × ○ × ○ × × × × × × × ○ × × ○ × × × 議

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名
議案名

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
視
察
・
研
修
報
告

日
　
程 

令
和
２
年
２
月
５
日（
水
）

視
察
先 

山
梨
県
甲
州
市
議
会

目
　
的 

「
こ
う
し
ゅ
う
市
議
会
広
報
」
の
編
集
を

学
ぶ

考
　
察 

◆
甲
州
市
議
会
広
報
編
集
委
員
会
に
は

議
長
も
加
わ
っ
て
い
る
た
め
意
思
統
一

が
早
い
。
本
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

に
も
議
長
ま
た
は
副
議
長
が
入
っ
た
ら

ど
う
か
。

 

◆「
こ
う
し
ゅ
う
市
議
会
広
報
」
の
４
コ

マ
漫
画
や
「
輝
く
甲
州
市
民
」
な
ど
の

市
民
参
加
の
コ
ー
ナ
ー
の
企
画
や
、ホ
ッ

ト
な
情
報
を
盛
り
込
ん
で
市
民
と
の
対

話
を
重
視
し
て
い
る
特
集
な
ど
を
、
本

市
議
会
だ
よ
り
に
も
活
か
し
た
ら
ど
う

か
。

 

◆
甲
州
市
議
会
広
報
編
集
委
員
会
は
、

規
程
に
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
広

聴
（
意
見
や
要
望
を
聞
く
こ
と
）
機
能

を
発
揮
し
て
い
る
。
本
市
議
会
広
報
特

別
委
員
会
も
広
聴
機
能
が
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、
規
程
に
広
聴
を
挿そ

う
に
ゅ
う入

し
た
り
、

議
会
広
報
広
聴
委
員
会
と
し
た
り
す
る

な
ど
の
検
討
を
し
た
ら
ど
う
か
。

 

◆
地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

に
議
会
だ
よ
り
を
置
い
た
り
、
議
会
の

開
催
案
内
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼は

っ
た
り
し

た
ら
ど
う
か
。

日
　
程 

令
和
２
年
２
月
６
日（
木
）

研
修
先 

会
議
録
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
鴻こ

う
の
す巣
市
）

目
　
的 

議
会
だ
よ
り
編
集
を
学
ぶ

考
　
察 

◆
チ
ー
ム
で
磨
く「
レ
イ
ア
ウ
ト
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
学
ん
だ
改
善

点
は
以
下
の
と
お
り
。

 

ペ
ー
ジ
ご
と
に
見
出
し
、
小
見
出
し
を

「
つ
か
み
」
の
あ
る
も
の
に
す
る
。
紙
面

に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
。
適
度
な
遊
び

心
や
ユ
ー
モ
ア
を
組
み
込
ん
で
楽
し
い

も
の
に
す
る
。
市
の
広
報
と
の
違
い
を

出
す
。
読
者
目
線
を
意
識
し
て
正
確
な

情
報
を
伝
え
る
。

 

◆
視
覚
的
に
訴
え
る
仕
掛
け
に
力
点
を

置
い
た
紙
面
づ
く
り
を
実
践
し
た
い
。 山梨県甲州市議会での視察風景

議会だより作りを通じて議会改革を !!
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3月定例会で審議した結果です
      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 債権放棄の報告について（生活保護費返還金等に係る債権） 受理

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

７号 安曇野市営住宅条例及び安曇野市特定公共賃貸
住宅条例の一部を改正する条例

原案
可決

14号 令和元年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予
算（第２号）

15号 令和元年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算
（第２号）

16号 令和元年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正
予算（第２号）

17号 令和元年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算
（第２号）

18号 令和元年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正
予算（第３号）

19号 令和元年度安曇野市有明荘特別会計補正予算（第２号）

26号 令和２年度安曇野市上川手山林財産区特別会計予算

27号 令和２年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計予算

28号 令和２年度安曇野市有明山林財産区特別会計予算

29号 令和２年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計予算

30号 令和２年度安曇野市穂高山林財産区特別会計予算

31号 令和２年度安曇野市産業団地造成事業特別会計予算

32号 令和２年度安曇野市有明荘特別会計予算

39号 損害賠償の額を定めることについて（林道事故に関す
ること）

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

11 号 令和元年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

原案
可決

12号 令和元年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

13号 令和元年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第４号）

23号 令和２年度安曇野市国民健康保険特別会計予算

24号 令和２年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算

25号 令和２年度安曇野市介護保険特別会計予算

35号 債権の放棄について（地方自治法第96条第１項第10号）

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

令和
元年
9号

安曇野市情報公開条例第1条（目的）には、「（市民の）
知る権利」及び「（市の）説明責任」という理念が規定
されていないので、早急にその見直しを求める陳情書

継続
審査

令和
元年
10号

安曇野市情報公開条例における情報公開決定期限は、
長野県内の市町村の中で最も長い期間となっている
ので、その見直しを求める陳情書

不採択

令和
元年
11号

南安曇農業高等学校の存続を求める陳情書 採択

1号

安曇野市情報公開条例における定義規定では、用語
として「情報公開」が設けられ、「公文書を閲覧に供し、
又は公文書の写しを交付することをいう。」と定義さ
れていますが、この説明では≪情報公開≫の意味が
著しく狭くなってしまい、市職員や市民に対して≪
情報公開≫制度の理解に大きな誤解を与えかねず、
また、各条文の表記を精査してみると、誤字・脱字、
読点の誤用や、実施機関名の錯誤、略称規定の欠落、
非公開情報規定の曖昧さのほか、多くの不明確・不
整合・未整理な表現があり、改める必要があると思
える記述は 70箇所以上になり、これでは一市民とし
て恥ずかしいので、速やかに全条文を見直し、重要
な規範である条例の表記として、正確かつ明確で市
民にとって分かりやすい書き方に改めること等を求
める陳情書

継続
審査

2号 使いやすい入浴料金割引券の発行について 不採択

3号

安曇野市個人情報保護条例における用語「個人情報」
の定義は、保有主体を問わない通常の個人情報の定
義とは異なり、市の保有する個人情報に限定して定
義されているため、複数の条文において解釈が成り
立たなくなるなど、条例の本来の目的を達すること
ができない条文構成となっており、長野県内市町村
の個人情報保護条例にはこのような例はなく、明ら
かに＜立法の過誤＞があると認められるので、速や
かに是正することを求めるとともに、同条例の各条
文において誤字・脱字をはじめ多数の不適正表記が
あるので、あわせて修正すること等を求める陳情書

継続
審査

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

１号 安曇野市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正
する条例

原案
可決

２号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部
を改正する条例

３号 安曇野市自治基本条例の一部を改正する条例

４号 安曇野市印鑑条例の一部を改正する条例

５号
安曇野市廃棄物の適正処理等及び生活環境の保全に
関する条例及び安曇野市一般廃棄物の処理手数料に
係る収入証紙に関する条例の一部を改正する条例

10号 令和元年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）

22号 令和２年度安曇野市一般会計予算

38号 穂高広域施設組合の共同処理する事務の変更
に伴う穂高広域施設組合規約の変更について

40号 令和元年度社会資本整備総合交付金事業（雪寒機械
購入）凍結防止剤散布車購入に係る売買契約について

      教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

６号 安曇野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 原案

可決８号 安曇野市博物館条例の一部を改正する条例

９号 飯沼飛行士記念館条例の一部を改正する条例

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

41号 教育長の任命について 同意

42号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

     建設・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

20 号 令和元年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）

原案
可決

21号 令和元年度安曇野市下水道事業会計補正予算（第１号）

33号 令和２年度安曇野市水道事業会計予算

34号 令和２年度安曇野市下水道事業会計予算

36号 市道の廃止について

37号 市道の認定について

令和２年  3 月定例会

例

ページへ8

     

ページへ８

     

ページへ9

可

同

適

ページへ

ページへ

7

3

変更

ページへ4～9

ページへ2.8

ジへーージへ

ページへ2

ページへ３

ページへ9
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広い市民の意思をもとに
市議会を行います

　福祉、生活環境、公共サ
―ビスなど、地域のさまざ
まな問題について、議会で
議論したり質問するなどし
て、市に解決するよう求め
ます。

　議会活動や市政に関し
て、議員自らの政策や考え
を市民に説明したり、議会
全体として報告会を開催す
るなど、市民に情報発信し
ています。

議会ってどこにあるの？
議員って何をしているの？

トリセツ
安曇野市議会の
新連載！ その1

地域の問題解決

議会活動の報告

　市の仕事や市民の暮らし
にかかわって、市民の悩み
や不安、困りごと、要望な
ど、さまざまな相談に対応
しています。

市民生活相談

　積極的に市民と意見交
換や意見聴取をするととも
に、市が抱える課題につい
て調査研究したり、勉強会
に参加するなど、問題解決
に努めています。

意見聴取・調査研究

議決
条例の制定や予算の決定など、
市の仕事の仕方を決めます。

市政のチェックと政策提言
議会として市の仕事をチェックし、
政策提案します。

本会議はテレビやネットでも中継
を見ることができます
・あづみ野テレビ 12 チャンネル
・市議会のホームページからインター
   ネット生中継や過去の映像

市議会のホームページから自由
に検索、閲覧することができます
・市の図書館や文書館でも会議録を読む
   ことができます。

  議会中継を観る   会議録を読む

本会議・委員会は

どなたでも

傍聴できます

市民のために働くのが議員・議会です。
市民に身近な議会になるよう、「ぜひ議会を使って下さい！」
というのが、新連載「議会のトリセツ」＝取扱説明書です。

ここが議場です！
安曇野市役所の
３階にあります。

市民の代表
である市議会にとって
市民との情報共有は
とても大切です。
市民の声に耳を傾け
市政に反映させます。
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第 55 号 第 56 号

　議会だよりモニター制度を導入して１年、モニターの皆さんからの多くの貴重なご意見やご提案を毎回委
員会で検討し、紙面づくりに活かしてまいりました。新しいモニターの皆さん、１年間お世話になります。
モニターの皆さんからの評価・ご意見を踏まえるとともに、研修での学び・成果を活かし、これからも市民
の皆さんに読んでいただける議会だよりを目指して取り組んでまいります。

・今回寒色系のせいか、イラストが目立たないように思えた。
（40 代女性）

・氏名つきで賛否両論が掲載され、理解が深まる気がした。
（60 代男性）

・解説コーナーの取り組みはとてもよい。　　 （40 代男性）

・中学生、高校生のような次世代を担う若い人たちの考えを
載せてほしい。　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

・大きな写真も時には入れてほしい。　　　　 （60 代男性）

議会だよりモニターの皆さん　1年間ありがとうございました

・これまでの内容改善のための工夫によって、読みやすく仕
上がっている。　　　　　　　　　　　　　　（10代男性）

・縦書きにして本当に読みやすくなった。今回の色使いもよ
いと思った。　　　　　　　　　　　　　　　（40代女性）

・写真、イラスト、図ともに適切な配置、分量、大きさだと
思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10代男性）

・「虫めがね」のアイデアはよい。関連した記事を読むこと
ができた。　　　　　　　　　　　　　　　　（60代男性）

・グラフ化されるともっとわかりやすいと思う。（60代男性）

アンケートの合計数は、
20人のモニターの数と一
致しない場合があります。

議会だよりモニターアンケート結果より 進化し続け
る議会だよ

り !
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３月
定例会

３ページ 解説コーナー

市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　
問 

農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

今
後
も
、
農
業
と
農
村
の
振
興
の
先
進

地
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
現

行
制
度
の
中
の
耕
作
面
積
に
つ
い
て
も
、

緩
和
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
問 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
は
、
モ
デ

ル
地
区
等
を
作
っ
て
行
う
こ
と
が
よ
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

農
林 

地
区
に
よ
っ
て
差
が
出
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
の
で
、
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
と
し
て

事
例
紹
介
等
を
行
い
、
推
進
し
て
い
く
。

　
問 

小
規
模
兼
業
農
家
に
対
す
る
支
援
を
要

望
す
る
が
ど
う
か
。

農
林 

次
期
安
曇
野
市
農
業
・
農
村
振
興
計
画

策
定
時
に
、
小
規
模
農
家
を
含
む
多
様

な
農
業
の
在あ

り
方
と
支
援
策
を
検
討
。

　
問 

山
に
帰
ら
ず
里
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た

猿
が
年
々
増
加
し
て
、
人
家
や
農
地
を

荒
ら
し
て
い
る
。
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林 

銃
に
よ
る
捕
獲
が
難
し
く
、
檻お

り

に
切
り

替
え
た
。
令
和
２
年
２
月
、
穂
高
牧
地

区
に
設
置
、
効
果
が
あ
れ
ば
令
和
２
年

度
に
穂
高
有
明
地
区
に
設
置
す
る
予
定
。

　
問 

農
地
・
農
業
を
守
る
た
め
に
、
個
人
で

電
気
柵
等
を
設
置
し
て
い
る
市
民
の
た

め
に
、
市
の
補
助
金
制
度
が
あ
る
が
、

毎
年
、
鳥
獣
被
害
の
対
応
に
追
わ
れ
て

い
る
。
安
曇
野
市
野
生
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
補
助
金
交
付
要
綱
の
緩
和
、
拡
充

を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

農
林 

鳥
獣
の
増
加
に
よ
り
柵
が
壊
さ
れ
る
現

状
が
あ
る
。
交
付
要
件
の
期
間
短
縮
も

含
め
て
、
農
業
・
農
村
振
興
計
画
改
訂

の
時
期
な
の
で
総
合
的
に
検
討
す
る
。

　
問 

農
業
の
担
い
手
不
足
解
消
と
障
が
い
者

な
ど
の
働
く
場
の
確
保
の
た
め
に
、
農

福
連
携
を
進
め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

福
祉 

今
後
、
市
内
の
農
業
や
福
祉
の
関
係
者

が
集
ま
り
、
農
福
連
携
に
つ
い
て
検
討

す
る
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
安
曇
野
市
の

農
業
の
た
め
に

公明党
中村 今朝子

市
長
の
捉と

ら

え
方
と
対
応
は
。

市
長 

こ
の
取
り
組
み
は
国
際
的
な
潮
流
や
強

い
危
機
感
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
さ

れ
評
価
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
市

独
自
の
宣
言
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問 

市
内
事
業
者
に
対
し
二
酸
化
炭
素
削
減

手
段
と
し
て
、
県
が
推

す
い
し
ょ
う

奨
し
て
い
る
「

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企
業
登
録
制
度
」
の
概

要
と
市
の
対
応
を
伺
う
。

商
工 

こ
の
制
度
は
環
境
・
社
会
・
経
済
の
３

側
面
に
つ
い
て
、
重
点
取
り
組
み
の
目

標
宣
言
と
、
42
項
目
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
も
の
だ
。
登
録
制
度
の
説
明

会
へ
の
参
加
を
促

う
な
が

し
、
制
度
を
理
解
し

て
も
ら
い
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

自民安曇野
小松 洋一郎

三
郷
西
部
・
東
部
認
定

こ
ど
も
園
の
早
期
方
向
性
を

　
問 

合
併
特
例
債
が
令
和
７
年
ま
で
延
長
さ

れ
た
こ
と
で
財
政
計
画
が
見
直
さ
れ
、

約
30
億
円
が
上
積
み
さ
れ
た
。
そ
の
活

用
内
容
と
三
郷
西
部
・
東
部
認
定
こ
ど

も
園
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

財
政 

通
常
債
に
よ
る
交
付
金
で
計
画
中
の
道

路
整
備
事
業
、
都
市
公
園
事
業
、
学
校

施
設
改
修
事
業
費
等
を
合
併
特
例
債
に

振
り
替
え
る
た
め
、
新
規
事
業
の
活
用

は
考
え
て
い
な
い
。

市
長 

安
定
し
た
財
政
運
営
の
た
め
に
財
政
調

整
基
金
残
高
は
50
億
円
確
保
し
た
い
が
、

令
和
７
年
度
末
は
31
億
円
と
な
り
財
政

的
な
余
裕
は
な
い
。
三
郷
西
部
・
東

部
認
定
こ
ど
も
園
は
市
が
責
任
を
持
っ

て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
整
備
方

法
の
財
源
も
示
す
必
要
が
あ
り
、
令
和

２
年
度
の
早
い
時
期
に
方
向
性
を
示
す
。

西
部
の
運
営
方
法
も
協
議
を
進
め
る
。

　
問 

世
界
の
温
暖
化
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。

阿
部
知
事
は
県
民
一
丸
と
な
っ
て
地
球

温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
、

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
表
し
た
。

長野県  SDGs  推進企業登録制度マーク

市
長
は「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」を
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★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

一 般 質 問

　
問 

ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷
の
不
動
産

鑑
定
評
価
額
が
、
平
成
28
年
９
月
の

２
億
２
０
０
０
万
円
か
ら
、
31
年
４
月

に
は
５
５
０
０
万
円
と
大
き
く
低
下
し

た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

副
長 

平
成
28
年
度
か
ら
の
３
年
間
の
累る

い
せ
き積

損

失
が
、
７
４
８
５
万
円
と
経
営
状
況
が

大
き
く
悪
化
し
て
い
る
影
響
と
思
う
。

　
問 

12
月
末
時
点
の
売
上
額
は
、
前
年
と
比

較
し
て
１
１
４
０
万
円
減
少
し
て
い
る
。

前
期
の
純
損
失
は
２
２
７
０
万
円
だ
っ

た
。
今
期
も
同
様
の
損
失
が
予
測
さ
れ

る
。
今
の
体
制
で
は
経
営
改
善
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
。

市
長 

令
和
４
年
度
末
の
指
定
管
理
期
間
満
了

ま
で
に
譲
渡
方
針
を
決
定
。
第
３
セ
ク

タ
ー
従
業
員
の
雇
用
は
守
っ
て
い
く
。

　
問 

新
総
合
体
育
館
の
管
理
運
営
方
法
に
つ

い
て
伺
う
。

教
部 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
で
、
直
営
と
指

定
管
理
者
制
度
を
比
較
検
討
し
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
的
知
識
を
生
か
す

こ
と
の
で
き
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
決
め
た
。

　
問 

小
中
学
校
で
は
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン

を
整
備
し
て
い
る
。
こ
ど
も
園
で
も
３

歳
以
上
の
各
部
屋
に
整
備
を
。

市
長 

今
年
の
夏
の
状
況
を
調
査
し
、
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
問 
児
童
ク
ラ
ブ
対
象
学
年
の
拡
大
と
、
児

童
ク
ラ
ブ
入
所
条
件
の
緩
和
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長 

ま
ず
６
年
生
ま
で
の
拡
大
を
し
て
、
そ

の
後
入
所
要
件
の
緩
和
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

ほ
り
で
ー
ゆ
〜
四
季
の
郷

経
営
体
質
の
早
期
改
善
を

自民安曇野
竹内 秀太郎

着工された新総合体育館の完成予想図

　
問 

地
方
創
生
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ほ
り

が
ね
物
産
セ
ン
タ
ー
・
道
の
駅
を
中
心

と
し
た
農
業
・
観
光
の
施
策
の
展
開
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長 

ほ
り
が
ね
物
産
セ
ン
タ
ー
は
農
産
物
の

販
売
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
交
流
促
進
の
施
設
と
し
て
、
農
業

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
８
年
に
オ
ー
プ
ン
、
平
成
10
年
に

道
の
駅
と
し
て
登
録
。
県
内
外
か
ら
も

大
勢
利
用
、
平
成
30
年
度
は
直
売
所
と

食
堂
を
合
わ
せ
る
と
約
52
万
人
で
、
売

上
高
も
４
億
円
を
超
え
た
。
安
全
・
安
心
、

お
い
し
い
農
産
物
の
直
売
所
と
し
て
、

地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
。
観
光
面
は
、

憩
い
の
場
と
し
て
施
設
の
情
報
発
信
や

県
の
や
ま
び
こ
自
転
車
道
を
活
用
し
た

観
光
誘
客
と
し
て
も
位
置
づ
け
た
い
。

　
問 
ほ
り
が
ね
物
産
セ
ン
タ
ー
・
道
の
駅
・

公
園
等
の
周
辺
部
の
施
設
等
の
連
携
、

活
用
、
特
に
親
子
の
市
民
・
観
光
客
が

訪
れ
る
施
設
の
工
夫
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設 

清
潔
な
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
、
観
光
パ

 

ン
フ
レ
ッ
ト
の
常
設
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
等

 

整
備
。
平
成
30
年
度
に
は
約
１
万
１
０

 

０
０
件
の
利
用
、
令
和
元
年
度
は
こ
れ

を
上
回
る
利
用
状
況
。
情
報
交
流
室
で

は
、
木
工
教
室
開
催
、
市
内
の
観
光
名

所
の
写
真
展
示
等
情
報
を
発
信
。
堀
金

中
央
公
園
な
ど
と
の
一
体
的
利
用
が
図

れ
る
よ
う
、
他
部
局
と
の
連
携
を
密
に

し
、
親
子
に
も
楽
し
め
る
空
間
を
提
供

し
た
い
。

　
問 

道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
地
域
防

災
計
画
に
位
置
付
け
た
、
防
災
施
設
の

整
備
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

令
和
２
年
か
ら
第
３
ス
テ
ー
ジ
広
域
的

防
災
機
能
を
備
え
た
防
災
道
の
駅
と
し

て
、
全
国
的
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
す
る
。

国
土
交
通
省
の
目
指
す

道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
を

ほりがね物産センター・道の駅

自民安曇野
一志 信一郎

新
総
合
体
育
館
の
管
理
運
営
方
法

こ
ど
も
園
・
児
童
ク
ラ
ブ
の
改
善
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３月
定例会

３
ペ
ー
ジ 

解
説
コ
ー
ナ
ー

市政のここが聴きたい!!

　
問 

国
連
が
提
唱
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
開

発
目
標
に
お
い
て
、
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長 

17
の
国
際
目
標
に
お
い
て
、
明
確
な
位

置
づ
け
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
総
合
計

画
に
掲
げ
た
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
・

生
活
困
窮
者
の
支
援
・
人
権
の
尊
重
・

出
産
子
育
て
の
支
援
や
地
球
温
暖
化
対

策
の
推
進
な
ど
、
官
民
連
携
し
着
実
に

進
め
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
開
発
目
標

の
達
成
に
繋つ

な

が
る
と
考
え
る
。

　
問 

各
部
署
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

保
健 

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
、
各
種
計
画
の
数
値
目
標
達
成
を

目
指
し
て
い
る
。
中
で
も
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
に
お
い

て
は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
や

特
定
保
健
指
導
の
徹
底
に
よ
り
効
果
を

上
げ
た
。
今
後
は
、
若
い
世
代
へ
の
健

康
づ
く
り
の
啓
発
を
進
め
る
。

教
長 

平
成
29
年
４
月
に
「
か
ら
だ
を
動
か
し
、

頭
で
考
え
、
心
に
感
ず
る
、
た
く
ま
し

い
安
曇
野
の
子
ど
も
」
の
育
成
を
掲
げ

取
り
組
ん
で
い
る
。
安
曇
野
の
豊
か
な

自
然
の
中
で
の
体
験
活
動
や
、
住
民
と

の
交
流
等
に
よ
り
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇

り
を
は
ぐ
く
む
事
な
ど
推
進
し
て
い
く
。

生
活 

不
用
食
器
リ
サ
イ
ク
ル
は
６
年
目
と
な

る
が
、
こ
れ
ま
で
不
用
食
器
総
量
約
76
・

５
ｔ
の
う
ち
57
・
２
ｔ
が
廃
棄
さ
れ
る

こ
と
な
く
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、
最
終
処
分
場
の
延
命
に
繋
が
り
、

協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
感

謝
す
る
。

　
問 

来
年
度
の
組
織
体
制
に
持
続
可
能
な
取

り
組
み
の
専
門
分
野
と
し
て
、
政
策
部

が
担に

な

う
と
思
う
が
、
人
員
を
手
厚
く
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
か
。

市
長 

財
政
の
課
題
も
あ
り
、
で
き
る
限
り
現

体
制
で
取
り
組
む
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
持
続
可
能
な

市
の
取
り
組
み
は

公明党
小松 芳樹

令和４年まで延命された三郷最終処分場

　
問 

三
郷
西
部
認
定
こ
ど
も
園
が
令
和
２
年

度
の
実
施
計
画
に
な
ぜ
載
ら
な
い
の
か
。

市
長 

庁
内
会
議
を
複
数
回
持
っ
た
が
、
具
体

的
な
方
法
の
結
論
が
出
な
か
っ
た
。
新

年
度
早
い
時
期
に
方
向
を
示
し
た
い
。

　
問 

早
い
時
期
と
は
い
つ
頃
か
。

市
長 

遅
く
て
も
９
月
議
会
前
と
考
え
る
。

　
問 

東
部
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
伺
う
。

市
長 

市
全
域
の
地
域
バ
ラ
ン
ス
や
周
辺
の
状

況
も
加
味
し
整
備
す
る
。

　
問 

本
年
度
の
全
国
体
力
テ
ス
ト
で
、
小
中

学
生
と
も
に
調
査
開
始
以
来
最
低
で

あ
っ
た
。
市
の
状
況
、
課
題
、
対
策
を

伺
う
。

教
長 

体
力
合
計
点
→
小
５
は
男
女
と
も
に
、

全
国
平
均
よ
り
高
い
。
中
２
は
男
女
と

も
に
下
回
っ
た
。
運
動
量
調
査
→
中
２

男
子
は
県
平
均
を
上
回
る
。
小
５
男
女
、

中
２
女
子
は
下
回
る
。
校
長
会
、
小
中

体
育
主
任
、
認
定
こ
ど
も
園
長
等
の
代

表
に
よ
り
、
体
力
向
上
推
進
委
員
会
を

組
織
し
検
討
、
運
動
の
日
常
化
を
図
る
。

保
護
者
の
送
迎
が
多
い
が
、
徒
歩
通
学

が
で
き
る
環
境
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
問 

ゲ
ー
ム
障
が
い
に
つ
い
て
市
の
現
状
は
。

教
長 

昨
年
12
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
休
日
に

３
時
間
以
上
使
う
割
合
は
中
学
生
で

50
％
。
や
り
始
め
た
ら
や
め
ら
れ
な
い

と
答
え
た
児
童
、
生
徒
も
増
加
傾
向
で

あ
る
。
自
分
た
ち
が
ル
ー
ル
を
定
め
る

中
学
校
生
徒
代
表
者
会
の
開
催
を
計
画
。

子
ど
も
と
親
の
電
話
相
談
を
開
設
中
。

　
問 

令
和
４
年
度
を
め
ど
に
小
５
・
６
年
生
に

教
科
担
任
制
を
導
入
す
る
の
か
。

教
長 

現
在
の
教
員
定
数
で
時
間
割
が
組
め
る

か
可
能
性
を
探
る
。
新
年
度
学
級
担
任

が
専
門
性
を
活
か
し
、
授
業
交
換
を
す

る
一
部
教
科
担
任
制
の
取
り
組
み
を
行

う
小
学
校
が
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

育
ち
の
た
め
に

政和会
平林 德子

力を合わせて組体操

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部
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Ｍ
Ｏ
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ｔ
／
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ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ  

Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
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の
略
。
官
民
連
携
で
広
域
観
光
を
戦
略
的
に
推
進
す
る
法
人
の
こ
と
。

一 般 質 問

　
問 

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に
つ
い
て

伺
う
。
穂
高
会
館
、
豊
科
公
民
館
、
南

部
総
合
公
園
、
新
総
合
体
育
館
等
。

市
長 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
な
ど
、
集

客
力
の
あ
る
施
設
の
命
名
権
を
公
募
し
、

３
年
か
ら
５
年
間
程
度
の
契
約
を
結
ぶ

こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
民
間
資
金
の

導
入
に
よ
っ
て
、
施
設
の
魅
力
を
高
め

る
こ
と
に
よ
る
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
自
主
財
源
の
確
保
と
い
う
観

点
か
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
含
め

効
果
的
な
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
、

応
募
企
業
の
確
保
、
３
年
か
ら
５
年
で

施
設
の
名
称
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。

市
所
有
の
全
て
の
施
設
で
導
入
す
る
の

で
は
な
く
、
施
設
ご
と
に
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
鑑

か
ん
が

み
進
め
て
い
き
た
い
。

令
和
２
年
度
の
で
き
る
か
ぎ
り
早
い
段

階
で
、
政
策
部
に
お
い
て
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
導
入
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
制
定
す
る
。

　
問 

新
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
、
障
が
い
の

あ
る
人
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

財
政 

障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
の
人
に
配
慮

し
た
駐
車
場
７
台
分
、
館
内
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
１
基
、
車
椅
子
用
観
客
席
、
多
機

能
ト
イ
レ
、
視
覚
障
が
い
者
誘
導
用
ブ

ロ
ッ
ク
、
冷
暖
房
設
備
、
授
乳
室
等
の
他
、

休
憩
で
き
る
展
望
ロ
ビ
ー
、
屋
外
に
は

芝
生
の
多
目
的
広
場
等
、
全
て
の
方
に

使
い
や
す
い
施
設
を
目
指
す
。
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
対
応
可
能
。

　
問 
フ
レ
イ
ル
検
診
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健 
令
和
２
年
６
月
か
ら
実
施
す
る
特
定
健

康
診
査
、
後
期
高
齢
者
健
診
に
お
い
て
、

低
栄
養
状
態
の
把
握
の
た
め
、
血
清
ア

ル
ブ
ミ
ン
検
査
を
独
自
に
追
加
し
、
後

期
高
齢
者
健
診
で
は
、
15
項
目
の
フ
レ

イ
ル
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
質
問
表

を
新
た
に
導
入
す
る
。

活
力
あ
る
市
の
構
築
の

た
め
に

公明党
藤原 陽子

新総合体育館の建築概要・配置図

　
問 

第
２
次
総
合
計
画
で
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

構
築
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
は
お
ろ
か
候
補
法
人
の
登
録
す
ら
な

い
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
登
録
が
あ
る
松
本
、
大

北
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。

市
長 

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
何
を
行
い
、
ど

の
よ
う
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
の

か
、
ま
だ
ま
だ
十
分
議
論
を
し
た
上
で
、

登
録
に
結
び
つ
け
た
い
。

　
問 

市
が
自
ら
財
団
法
人
を
設
立
し
て
Ｄ
Ｍ

Ｏ
を
形
成
す
べ
き
で
は
。

商
工 

観
光
協
会
や
商
工
会
と
い
っ
た
枠
組
み

を
超
え
て
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

情
報
を
共
有
し
課
題
を
解
決
し
て
い
く

中
で
、
観
光
協
会
自
身
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
化
す

る
の
か
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
法
人
を
設
立

す
る
の
か
、
方
向
性
が
見
え
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。

　
問 
信
州
安
曇
野
を
看
板
に
掲
げ
る
池
田
町
、

松
川
村
と
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
形
成
で

き
な
い
か
。

商
工 

池
田
町
、
松
川
村
の
観
光
施
設
を
含
め

て
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
実
証
実
験
で
は
ハ
ー
ブ
セ
ン

タ
ー
、
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
に
サ
イ

ク
ル
ポ
ー
ト
を
設
置
し
て
い
る
。

農
林 

大
雪
渓
、
福
源
、
Ｅ
Ｈ
の
各
酒
造
会
社

の
日
本
酒
を
共
通
ブ
ラ
ン
ド
「
あ
づ
み

の
酒
」
と
し
て
海
外
に
売
り
出
し
た
。

ワ
イ
ン
で
は
大
町
市
、
池
田
町
と
と
も

に
北
ア
ル
プ
ス
・
安
曇
野
ワ
イ
ン
バ
レ
ー

特
区
に
認
定
さ
れ
た
。
農
家
民
宿
で
は
、

松
川
村
、
大
町
市
と
連
携
し
て
い
る
。

教
部 

安
曇
平
の
お
船
祭
り
調
査
で
両
町
村
の

教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
た
。
穂
高
神

社
に
代
表
さ
れ
る
お
船
祭
り
の
文
化
が

両
町
村
に
ま
で
広
が
り
、
同
じ
文
化
圏

で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

信
州
安
曇
野
に

Ｄ

※

Ｍ
Ｏ
の
設
立
を

政和会
遠藤 武文

ＤＭОで博物館・美術館にＭＩＣＥ
（ビジネスイベント）を
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３月
定例会 市政のここが聴きたい!!

　
問 

中
近
東
へ
の
自
衛
隊
派
遣
は
憲
法
違
反

で
は
な
い
か
。

市
長 

国
政
問
題
で
あ
り
、
答
弁
は
控
え
る
。

平
和
憲
法
の
精
神
は
し
っ
か
り
堅
持
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
問 

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
。
子
ど
も
の
均

等
割
を
18
歳
ま
で
な
く
し
た
ら
ど
う
か
。

保
健 

地
方
税
法
で
決
め
ら
れ
て
お
り
廃
止
で

き
な
い
。
自
治
体
の
判
断
で
減
免
は
可

能
だ
が
、
財
源
の
確
保
が
必
要
に
な
る
。

　
問 

野や

す洲
市
の
市
債
管
理
条
例
や
く
ら
し
支

え
合
い
条
例
を
活
か
す
条
例
を
つ
く
り

相
談
窓
口
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

総
務 

現
組
織
で
相
談
体
制
は
十
分
。
今
後
も

相
談
窓
口
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
る
。

　
問 

学
校
給
食
費
を
無
償
に
し
て
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
を
な
く
し
て
は
。

教
部 

学
校
給
食
法
で
食
材
費
等
は
保
護
者
負

担
が
原
則
。
経
済
的
理
由
に
は
支
援
し

て
い
る
。
無
料
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
条
例
を
つ
く
り
、

条
例
に
活
か
す
実
態
調
査
を
行
っ
て
は
。

福
祉 

貧
困
対
策
条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

第
２
次
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

で
、
経
済
的
支
援
や
学
習
支
援
に
取
り

組
み
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構

築
し
、
実
効
性
の
向
上
を
図
る
。

教
部 

実
態
調
査
の
予
定
は
な
い
。
貧
困
対
策

は
福
祉
部
等
と
連
携
し
て
進
め
る
。

　
問 

入
浴
料
金
割
引
券
の
改
善
の
余
地
は
。

福
祉 

市
民
か
ら
要
望
や
交
通
手
段
の
指
摘
も

あ
り
関
心
も
高
い
。
本
事
業
を
交
通
施

策
と
合
わ
せ
実
施
で
き
な
い
か
ど
う
か

事
業
の
見
直
し
も
含
め
検
討
を
重
ね
る
。

　
問 

食
草
の
ク
ラ
ラ
を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

生
活 

地
元
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

建
設 

２
０
２
０
株
の
ク
ラ
ラ
の
植
栽
に
つ
い

て
洞ど

あ
い合

公
園
も
含
め
調
整
し
て
い
く
。

子
育
て
世
代
や
高
齢
者
が

の
び
の
び
で
き
る
市
政
に

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

オオルリシジミを守る保護団体の紹介パネル

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
が
飛
び
交
う
ま
ち
に

人
口
減
少
対
策
、
安
曇
野
市

の
ピ
ー
ア
ー
ル
は

政和会
坂内 不二男

　
問 

四
月
か
ら
人
口
減
少
対
策
と
し
て
「
第

２
期
安
曇
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
取
り
組
み
が
始
ま

る
が
、
人
口
減
少
の
何
が
問
題
な
の
か
。

市
長 

年
少
人
口
及
び
生
産
年
齢
人
口
が
大
幅

に
減
少
し
、
一
方
で
老
年
人
口
が
増
加

す
る
見
通
し
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
る
経
済
規
模
の
縮
小
、
高
齢
者
の

増
加
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど

社
会
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
問 

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
基
本
と
重
点
的
事
業
は
。

政
策 

地
方
の
人
口
減
少
問
題
に
対
す
る
基
本

姿
勢
は
、
地
域
間
競
争
で
は
な
く
地
域

間
交
流
に
よ
っ
て
交
流
人
口
、
関
係
人

口
を
増
や
す
こ
と
。
ま
た
、
特
効
薬
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、
安
曇
野
フ
ァ
ン

を
増
や
す
こ
と
を
明
確
に
す
る
。
重
点

事
業
は
、
若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
で
、
移
住
定
住
の
促
進
を

図
る
。
空
き
家
の
利
活
用
と
流
通
を
促

す
補
助
金
の
新
設
、
安
曇
野
フ
ァ
ン
拡

大
に
向
け
、
提
案
型
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
す
る
。

　
問 

住
ん
で
み
た
く
な
る
安
曇
野
市
を
ピ
ー

ア
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
方
法

と
し
て
地
球
規
模
の
問
題
に
取
り
組
め

ば
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
力
で
全
国
に
知
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
海
洋
汚
染
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

対
策
と
し
て
、
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ

た
自
動
販
売
機
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
紙

製
容
器
に
替
え
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

財
政 

財
産
管
理
課
が
掌
握
し
て
い
る
公
共
施

設
の
自
動
販
売
機
は
57
台
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
か
ら
紙
製
容
器
に
替
え
る
に
は
、

給
水
や
排
水
設
備
が
必
要
な
ど
課
題
が

あ
る
。
提
案
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
今
後

自
動
販
売
機
の
更
新
の
機
会
を
捉と

ら

え
て

先
進
地
な
ど
を
参
考
に
研
究
す
る
。

自動販売機

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部
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一 般 質 問

　
問 

令
和
２
年
度
中
の
見
直
し
に
は
、
今
か

ら
計
画
的
に
ど
こ
を
ど
う
見
直
す
か
議

論
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
時
代
に
合
っ

た
見
直
し
は
で
き
な
い
。
世
界
情
勢
は

刻
々
と
変
化
し
て
い
て
、
一
瞬
に
し
て

情
勢
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
一
刻
も
早

い
対
応
が
必
要
だ
が
、
こ
の
見
直
し
時

期
に
新
た
な
工
業
系
用
地
を
明
確
に
位

置
付
け
、
立
地
し
た
い
企
業
に
対
応
を

し
な
け
れ
ば
、
安
曇
野
市
の
大
き
な
損

失
に
な
っ
て
し
ま
う
が
ど
う
か
。

市
長 

県
政
と
連
携
し
、
松
糸
道
路
ル
ー
ト
帯

を
定
着
し
て
い
く
中
で
、
土
地
利
用
全

体
に
つ
い
て
令
和
２
年
度
に
検
討
す
る
。

　
問 

企
業
誘
致
、
人
口
増
加
策
は
ど
こ
の
市

町
村
で
も
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

や
っ
て
い
る
。
隣
の
町
村
で
は
移
住
定

住
の
補
助
金
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

住
み
た
い
ま
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の
安

曇
野
市
は
、
補
助
金
が
な
く
て
も
土

地
に
関
す
る
条
例
を
見
直
す
だ
け
で
カ

バ
ー
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長 

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
は
目
標
を
立
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
10
万
人
を
目
指
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
年
々
人
口
が
減
っ
て

い
る
。
特
に
明
科
地
域
が
一
番
減
っ
て

い
る
。
な
ん
と
か
歯
止
め
を
か
け
た
い

と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
問 

明
科
地
域
は
明
科
中
学
校
近
辺
を
田
園

環
境
区
域
か
ら
、
田
園
居
住
区
域
に
見

直
す
べ
き
。
基
本
区
域
の
下
限
面
積
を

そ
れ
ぞ
れ
50
㎡
縮
小
す
べ
き
。
そ
の
見

直
し
で
土
地
が
１
２
０
万
円
前
後
安
く

な
る
。
家
を
建
て
る
若
者
た
ち
の
こ
と

を
考
え
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長 

令
和
２
年
の
見
直
し
時
期
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
向
調
査
を
重
視
す
る
と
と

も
に
、
市
内
の
各
業
者
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
聴
く
な
ど
の
手
順
を
踏
み
、
議
員

の
意
見
を
参
考
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

都市計画マスタープランの冊子

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
条
例
の
見
直
し

自民安曇野
宮下 明博

　
問 

少
子
化
や
教
員
の
働
き
方
改
革
で
、
部

活
動
の
あ
り
方
が
変
化
し
て
い
る
。「
た

く
ま
し
い
安
曇
野
の
子
ど
も
」
を
掲
げ

る
本
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長 

中
学
生
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
育
成
教

室
、
ア
ス
リ
ー
ト
体
験
授
業
等
で
選
手

の
育
成
強
化
や
競
技
の
活
性
化
を
図
る
。

　
問 

市
と
し
て
課
題
は
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中

の
事
故
予
防
や
対
策
は
。

教
部 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
社
会
体
育
へ
の
加

入
に
比
べ
、
中
学
校
の
運
動
部
へ
の
加

入
状
況
は
低
い
。
生
徒
の
安
全
等
へ
の

対
応
が
必
要
で
、
認
定
育
成
員
が
適
切

な
指
導
を
心
が
け
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
ス
ポ
ー
ツ
保
険
、
部
活
動
は

共
済
に
加
入
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度

か
ら
運
用
開
始
の
市
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

指
針
を
策
定
中
。

　
問 

生
涯
学
習
や
社
会
教
育
と
し
て
具
体
的

な
推
進
は
。

教
部 

ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
か
ら
指
導
を
受
け

る
教
室
等
に
加
え
、
体
験
型
講
座
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
問 

松
本
空
港
の
国
際
化
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
経
済
効
果
は
。
周
辺
自
治
体
と
連

携
し
、
観
光
推
進
を
図
る
べ
き
で
は
。

商
工 

県
は
10
年
間
の
取
り
組
み
指
針
で
、
国

際
定
期
便
、
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
増

便
を
目
標
に
掲
げ
た
。
オ
リ
パ
ラ
や
大

阪
万
博
で
、
本
地
域
へ
も
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
増
加
と
経
済
効
果
が
見
込
ま

れ
る
。
計
画
的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

　
問 

市
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
本
市
の
資

産
を
活
用
し
て
観
光
推
進
す
べ
き
で
は
。

市
長 

本
市
の
山
岳
観
光
、
天て

ん
さ
ん蚕

、
わ
さ
び
、

湧
水
等
を
生
か
し
、
県
や
広
域
観
光
団

体
と
連
携
し
つ
つ
情
報
発
信
に
努
め
た

い
。
市
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

政和会
小林 陽子

子どもたちが安心して取り組める環境を

小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
環
境
整
備
を

周
辺
自
治
体
と
連
携
し
た
観
光
推
進

※

※
オ
リ
パ
ラ
…
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
と
。
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３月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

政和会
内川 集雄

　
問 

よ
り
よ
い
安
曇
野
の
環
境
を
未
来
へ
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
市
長
の
基
本
方
針
、

未
来
に
残
し
た
い
も
の
を
伺
う
。

市
長 

豊
か
な
自
然
と
快
適
な
生
活
空
間
、
望

ま
し
い
環
境
像
に
向
け
て
、
保
全
、
創

造
し
て
い
く
た
め
に
市
民
の
理
解
と
協

力
を
い
た
だ
き
、
今
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
る
。

　
問 

グ
リ
ー
ン
購
入
法
を
受
け
、
グ
リ
ー
ン

購
入
推
進
の
現
況
と
今
後
は
。

生
活 

エ
コ
マ
ー
ク
・
環
境
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
、

平
成
30
年
度
、
消
耗
品
予
算
額
11
％
の

目
標
額
に
取
り
組
み
、
目
標
額
の
１
・
４

倍
の
購
入
実
績
で
あ
っ
た
。
環
境
負
荷

の
低
減
に
努
め
、
今
後
も
グ
リ
ー
ン
購

入
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
問 

低
公
害
、
低
燃
費
車
の
導
入
か
ら
、
42

人
乗
り
バ
ス
の
更
新
お
よ
び
運
用
に
つ

い
て
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
効
果
に
つ

い
て
伺
う
。

財
政 

42
人
乗
り
バ
ス
３
台
の
う
ち
の
１
台
を

令
和
元
年
度
末
で
廃
車
、
令
和
２
年
度

か
ら
は
２
台
で
の
運
行
を
予
定
し
て
い

る
。
更
新
時
期
に
は
、
環
境
に
配
慮
し

た
車
両
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
く
。

商
工 

民
間
バ
ス
事
業
者
に
お
願
い
し
て
い
る

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
は
、
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
問 

市
職
員
の
定
年
を
65
歳
に
延
長
す
る
た

め
の
議
論
を
加
速
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長 

市
と
し
て
、
人
事
管
理
や
人
事
計
画
の

一
体
性
、
連
続
性
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
早
期
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

だ
。
国
の
働
き
方
改
革
も
含
め
て
、
定

年
延
長
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

安曇野ラッピングバス（アルピコ交通）

よ
り
よ
い
安
曇
野
の
環
境

を
未
来
へ

無会派
小林 純子

　
問 

安
曇
野
市
の
内
部
統
制
に
つ
い
て
、
主

と
し
て
不
適
正
な
事
務
処
理
の
改
善
や
、

法
令
等
の
遵

じ
ゅ
ん
し
ゅ

守
の
徹
底
な
ど
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
と
こ
ろ
を
伺
う
。

市
長 

信
頼
さ
れ
る
市
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、

組
織
内
で
自
律
的
な
管
理
統
制
を
行
う

こ
と
、
そ
し
て
職
員
一
人
ひ
と
り
が
公

務
員
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
っ
て
、

市
民
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
職
員
で
あ

る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
問 

残
念
な
が
ら
相
変
わ
ら
ず
不
適
切
な
事

務
処
理
や
法
令
遵
守
に
反
す
る
事
案
が

発
生
し
て
い
る
。
一
つ
に
は
セ
ク
ハ
ラ

問
題
だ
。
ど
う
対
処
し
て
い
る
か
。

総
務 

セ
ク
ハ
ラ
に
当
た
る
案
件
が
あ
っ
た
が
、

分
限
懲

ち
ょ
う
か
い戒

審
査
委
員
会
で
は
、
懲
戒
処

分
以
下
の
処
分
と
し
た
。

　
問 

セ
ク
ハ
ラ
に
甘
い
職
場
で
は
確
実
に
職

場
環
境
は
悪
化
し
、
そ
こ
で
働
く
職
員

へ
の
心
理
的
な
悪
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
。
防
止
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

総
務 

セ
ク
ハ
ラ
に
関
す
る
相
談
は
、
総
務
部

職
員
課
で
案
内
し
て
い
る
。

　
問 

次
に
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
建
設
に
ま
つ

わ
る
Ｓ
Ｌ
機
関
車
移
設
訴
訟
で
、
裁
判

所
は
市
が
農
地
法
違
反
を
し
た
と
判
断
。

許
可
権
者
で
あ
る
長
野
県
か
ら
行
政
指

導
等
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
。

商
工 

「
違
法
と
評
価
さ
れ
る
事
実
は
な
か
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
適
切
な
事
務

処
理
に
努
め
た
い
。」
と
県
に
回
答
し
た
。

　
問 

司
法
が
認
め
た
農
地
法
違
反
の
事
実
を

否
定
す
る
な
ど
有
り
得
な
い
こ
と
。
そ

れ
に
か
か
わ
っ
て
、
完
了
検
査
を
怠

お
こ
た

っ

た
職
員
の
処
分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

建
設 

処
分
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

　
問 

こ
れ
ら
の
問
題
を
真し

ん

し摯
に
受
け
止
め
、

内
部
統
制
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

市
長 

反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
は
反
省
し
、
今
後

の
職
務
執
行
に
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

庁内セクハラ事件の調査記録を情報公開

安
曇
野
市
の
内
部
統
制

早
急
に
見
直
し
確
立
を

市
職
員
の
65
歳
定
年
延
長
議
論
を
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★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

一 般 質 問

政和会
松枝 　功

　
問 

明
科
北
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
北
園
」）

の
民
営
化
の
方
向
と
今
後
の
日
程
が
示

さ
れ
た
。
市
長
の
思
い
は
。

市
長 

北
園
の
豊
か
な
自
然
環
境
、
立
地
を
活

か
し
、
自
然
保
育
の
モ
デ
ル
と
な
る
園

を
官
民
共
同
で
つ
く
り
上
げ
、
併あ

わ

せ
て

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
た
い
。

　
問 

民
営
化
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
地
域
と

の
合
意
形
成
は
整
っ
た
の
か
。

福
祉 

８
回
に
わ
た
る
懇
談
会
で
説
明
し
、
意

見
を
聞
い
た
が
、
反
対
は
な
か
っ
た
。

　
問 

４
月
に
新
た
な
場
所
で
開
園
す
る
明
科

南
認
定
こ
ど
も
園
と
の
す
み
分
け
は
。

福
祉 

北
園
で
行
う
自
然
保
育
を
望
ま
な
い
保

護
者
の
た
め
に
、
南
園
は
こ
の
受
け
皿

と
し
て
の
規
模
を
確
保
し
て
い
る
。

　
問 

北
園
の
立
地
は
本
当
に
自
然
保
育
に
適

し
て
い
る
の
か
。
潮
沢
地
区
に
入
っ
て

い
く
国
道
４
０
３
号
を
園
児
が
連
な
っ

て
歩
く
な
ど
は
不
安
。
対
応
は
。

建
設 

令
和
元
年
度
、
歩
道
整
備
が
事
業
化
。

地
元
説
明
会
を
予
定
す
る
。

　
問 

前
回
は
、
巡
回
バ
ス
実
現
の
た
め
の
ふ

る
さ
と
寄
付
金
の
活
用
は
難
し
い
、
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
車
両
の
購
入
や
基

地
建
設
等
の
ハ
ー
ド
面
で
の
活
用
は
。

財
政 

ハ
ー
ド
事
業
は
臨
時
的
経
費
に
あ
た
り
、

活
用
に
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

　
問 

他
自
治
体
で
バ
ス
運
行
経
費
の
８
割
を

国
が
特
別
交
付
税
で
見
て
く
れ
る
と
聞

い
た
。
市
が
運
行
に
着
手
し
た
場
合
に

も
こ
の
恩
恵
は
受
け
ら
れ
る
の
か
。

財
政 

受
け
ら
れ
る
と
認
識
す
る
。

　
問 

市
は
「
取
り
組
む
か
ど
う
か
慎
重
に
検

討
す
る
」
と
繰
り
返
す
が
、
前
に
進
む

と
決
め
て
取
り
組
む
時
期
で
は
。

市
長 

巡
回
バ
ス
は
一
回
実
施
す
れ
ば
や
め
ら

れ
な
い
福
祉
施
策
で
慎
重
に
検
討
す
る
。

明科北認定こども園の園庭

明
科
北
認
定
こ
ど
も
園
の

民
営
化
に
不
安
は
な
い
か

市
内
に
巡
回
バ
ス
の
運
行
を

無会派
増田 望三郎

　
問 

文
科
省
通
知
か
ら
「
学
校
復
帰
」
の
文

言
が
な
ぜ
削
除
さ
れ
た
の
か
。

教
長 

全
国
的
に
様
々
な
不
登
校
支
援
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
数
が
減
少
せ
ず
、
高
い

数
値
を
示
し
て
い
る
。
学
校
に
登
校
す

る
と
い
う
結
果
の
み
を
目
標
に
せ
ず
、

児
童
生
徒
が
自
ら
の
進
路
を
主
体
的
に

捉と
ら

え
、
社
会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を
目

指
す
点
に
方
向
転
換
し
て
い
る
。

　
問 

「
学
校
復
帰
」
の
文
言
削
除
の
意
義
は
。

教
長 

学
校
で
な
く
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
民
間

施
設
を
選
択
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

の
文
科
省
通
知
を
受
け
、
子
ど
も
の
社

会
的
自
立
を
目
標
と
し
た
取
り
組
み
を

本
市
で
も
検
討
す
る
時
が
来
て
い
る
。

　
問 

社
会
的
自
立
に
向
け
て
の
教
育
機
関
と

し
て
、
民
間
教
育
施
設
が
あ
る
。
今
後

果
た
す
べ
き
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
長 
保
護
者
や
子
ど
も
自
身
が
民
間
施
設
を

選
択
し
て
、
願
い
に
応
じ
た
受
け
皿
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
義
務
教

育
段
階
で
身
に
つ
け
る
こ
と
が
学
べ
る

よ
う
に
、
ま
た
適
性
に
応
じ
た
進
路
を

切
り
開
き
、
社
会
に
出
て
真
の
自
立
を

実
現
す
る
、
そ
こ
ま
で
見
据す

え
た
魅
力

あ
る
施
設
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
問 

市
教
委
と
し
て
民
間
施
設
へ
の
支
援
を

今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

教
長 

学
校
と
施
設
が
子
ど
も
を
真
ん
中
に
置

い
て
、
情
報
共
有
を
す
る
場
を
持
つ
こ

と
の
検
討
を
始
め
て
い
き
た
い
。

　
問 

幼
児
期
に
お
け
る
自
然
保
育
か
ら
、
小

学
校
へ
の
接
続
が
大
事
で
は
。

教
長 

豊
か
な
自
然
の
中
で
特
色
あ
る
幼
児
教

育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
小
・
中
学
校
へ
も
繋つ

な

げ
る

積
極
的
な
取
り
組
み
を
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
明
科
北
認
定
こ
ど
も
園
が
や
ま
ほ
い
く
特
化

型
に
な
る
意
義
は

次世代の教育のあり方を話し合う親・大人たち

不
登
校
支
援
の
あ
り
方

「
学
校
復
帰
」
の
文
言
削
除
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３月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　
問 

目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

水
遊
び
場
所
を
建
設
。
プ
ー
ル
は
な
し
。

総
務 

再
配
置
計
画
の
取
り
組
み
を
続
け
る
。

　
問 

穂
高
プ
ー
ル
廃
止
後
の
代
替
え
と
し
て

の
プ
ー
ル
へ
の
取
り
組
み
を
。

教
長 

学
校
プ
ー
ル
は
１
校
１
プ
ー
ル
を
維
持
。

教
部 

学
校
プ
ー
ル
は
代
替
え
に
な
ら
な
い
。

　
問 

譲
渡
又
は
廃
止
と
さ
れ
て
い
る
豊
科
の

ま
ち
づ
く
り
会
館
の
利
活
用
を
。

商
工 

商
店
街
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
と
い
う

条
件
の
下
、
１
団
体
と
譲
渡
の
交
渉
中
。

　
問 

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
中
で
の
小
中

学
校
の
再
配
置
計
画
は
。

教
長 

学
校
規
模
や
配
置
の
あ
り
方
を
検
討
中
。

　
問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

「
空
家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
推
進
。

生
活 

令
和
２
年
度
に
「
空
家
対
策
室
」
を
設

置
し
空
き
家
対
策
補
助
金
を
制
定
す
る
。

　
問 

新
設
す
る
「
空
家
対
策
室
」
と
補
助
金

等
に
期
待
す
る
が
。

生
活 

空
き
家
の
利
活
用
を
迷
っ
て
い
る
所
有

者
の
後
押
し
を
す
る
た
め
、
空
き
家
補

助
金
制
度
を
新
設
し
６
月
に
施
行
す
る
。

　
問 

空
き
家
対
策
と
連
携
し
た
移
住
定
住
対

策
の
促
進
を
。

政
策 

移
住
定
住
促
進
事
業
と
し
て
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
を
情
報
発
信
し
て
い
く
。

　
問 

改
善
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実
を
図
る
。

　
問 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
市
民

目
線
で
の
検
証
・
評
価
と
改
善
を
。

生
活 

策
定
評
価
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
問 

市
民
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
・
担に

な

い
手
の
養

成
・
発
掘
と
自
由
な
交
流
場
所
を
。

生
活 

活
動
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
支
援
す
る
。

穂
高
プ
ー
ル
後
と
ま
ち
づ
く
り

会
館
等
公
共
施
設
は

無会派
林　 孝彦

安曇野市市民活動サポートセンター看板
（地域づくり課前）

市
民
活
動
の
活
性
化
と
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
改
善
を

空
き
家
対
策
と
移
住
定
住
対
策
の
促
進
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
５

月
21
日
（
木
）
に
予
定
し
て
い
た
議
会
報
告
会
を
延
期
し
ま
す
。

延
期
の
時
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
状
況
に
よ
り
ま

す
が
、
で
き
れ
ば
令
和
２
年
度
中
に
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
安
曇
野
市
民
も
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
）
感
染
予
防
の

た
め
に
、
３
つ
の
「
密み

つ

」（
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
、
多
数
が
集
ま

る
密
集
場
所
、
間
近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場
面
）
が
重
な

ら
な
い
よ
う
、
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
心
を

合
わ
せ
て
協
力
し
、
危
機
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て

議
会
報
告
会
を
延
期
し
ま
す

　
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

換気の悪い
密閉空間

多数が集まる
密集場所

間近で会話や
発声をする
密接場面

３つの条件がそろう場所が
クラスター（集団発生）のリスクが高い！
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

　
問 

今
、
安
曇
野
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で

あ
る
農
業
は
、
歴
史
的
な
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。
後
継
者
不
足
、
農
業
者
の

高
齢
化
、
農
業
の
将
来
に
希
望
が
持
て

な
い
等
。
こ
れ
は
農
村
存
続
の
危
機
で

あ
る
。
ま
た
、
輸
入
自
由
化
で
先
進
国

で
は
最
低
の
食
料
自
給
率
37
％
。
食
の

安
全
・
安
心
へ
の
不
安
が
広
が
っ
て
い

る
。
日
本
と
市
の
農
業
、
農
村
の
現
状

を
ど
う
捉と

ら

え
、
ど
う
解
決
す
る
か
。

市
長 

良
好
な
営
農
環
境
、
豊
か
な
田
園
環
境

が
維
持
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
市

で
は
継
続
的
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

農
林 

後
継
者
対
策
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
。

農
業
の
担
い
手
は
あ
る
程
度
い
る
。
施

策
を
継
続
す
る
。
専
業
農
家
や
自
給
的

農
家
、
定
年
帰
農
者
な
ど
多
様
な
農
業

者
を
確
保
し
、
農
村
の
活
性
化
も
図
る
。

　
問 

安
曇
野
の
イ
メ
ー
ジ
と
農
産
物
の
安
全
・

安
心
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン

ド
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

農
林 

米
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
安
全
基

準
米
と
し
て
高
品
質
、
安
全
性
、
安
定

し
た
生
産
性
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
問 

商
工
業
と
農
家
、
農
業
者
が
積
極
的
に

安
曇
野
の
農
産
物
を
活
用
で
き
る
連
携

の
場
を
さ
ら
に
強
化
で
き
な
い
か
。

商
工 

産
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
食
品

製
造
事
業
者
と
素
材
生
産
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
を
し
て
い
る
。
市
内
産
業

が
連
携
し
、
稼
げ
る
事
業
者
が
生
ま
れ

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

　
問 
国
連
「
家
族
農
業
の
10
年
」
決
議
の
啓
発
、

農
業
の
活
性
化
を
ど
う
図
る
か
。

農
林 

国
の
動
向
を
注
視
し
て
考
え
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
影
響

〇
米
直
接
支
払
制
度
の
復
活

〇
消
費
税
引
下
げ
と
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
反
対

持
続
可
能
な
安
曇
野
市
の

農
業
を

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

安曇野の豊かな実り

　
問 

通
算
２
年
以
上
の
自
然
体
験
活
動
の
指

導
経
験
を
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ

ル
を
学
ん
で
経
験
を
積
み
、
市
の
保
育

に
取
り
入
れ
て
い
け
ば
、
市
直
営
の
ま

ま
で
や
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長 

安
曇
野
市
の
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
環

境
に
多
様
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

自
然
を
活
用
し
た
た
く
ま
し
い
安
曇
野

の
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
に
、
民
間

の
力
を
借
り
て
期
待
に
応
え
て
い
く
。

　
問 

明
科
北
認
定
こ
ど
も
園
の
活
性
化
、
ひ

い
て
は
明
科
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
け
る
と
い
う
根
拠
は
。

福
祉 

特
色
あ
る
保
育
を
ぜ
ひ
受
け
さ
せ
た
い

と
い
う
方
が
少
な
か
ら
ず
い
る
。
そ
う

い
う
方
が
こ
う
し
た
園
に
通
う
こ
と
で
、

地
域
の
中
に
元
気
が
出
た
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
も
や
っ
て
い
く
の
で
、

地
域
の
活
性
化
に
も
な
っ
て
い
く
。

　
問 
民
営
化
に
な
り
、
市
の
非
常
勤
職
員
が

希
望
し
て
民
間
事
業
者
に
雇
用
さ
れ
た

場
合
、
給
与
面
で
は
ど
う
な
る
か
。

福
祉 

国
が
定
め
る
公
定
価
格
を
基
に
事
業
者

が
運
営
し
、
市
が
委
託
料
を
払
う
こ
と

に
な
る
。
給
料
は
事
業
者
が
決
め
る
。

正
規
職
員
に
な
れ
ば
社
会
保
障
な
ど
対

応
で
き
安
定
し
、
条
件
は
向
上
す
る
。

　
問 

自
治
体
が
運
営
す
る
公
立
病
院
や
公
的

病
院
の
再
編
統
合
の
議
論
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、
厚
労
省
は
４
２
４
の
病
院

名
を
公
表
。
安
曇
野
赤
十
字
病
院
も
そ

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
問
題
を

ど
う
考
え
る
か
。

市
長 

安
曇
野
市
唯
一
の
歴
史
あ
る
公
的
病
院

だ
。
市
民
生
活
に
と
っ
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
地
域
医
療
の
た
め

に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
医
療
機
関

の
一
つ
だ
。

明
科
北
認
定
こ
ど
も
園
の

市
が
示
し
た
方
向
性

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

明科北認定こども園

公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
統
合
問
題
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議会だより あれこれ

「
議
会
傍
聴
者
託
児
無
料
」
の

文
言
を
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
で

し
た
。「
子
ど
も
を
預
か
っ
て
も
ら
っ
て
、
し
か
も

安
曇
野
市
の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
考
え
た
私
は
、「
安
曇
野
市
議
会
」
と
は
？
と
思

い
な
が
ら
安
曇
野
市
議
会
議
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

議
場
は
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
す
て
き
な
部

屋
で
、
議
場
の
そ
ば
に
は
託
児
を
す
る
部
屋
が
あ

り
ま
し
た
。

知
り
た
か
っ
た
の
は
、「
安

曇
野
周
辺
の
他
の
自
治
体

の
方
が
子
育
て
政
策
が
手
厚
い
の
で
は
？
」
と
考

え
て
い
た
か
ら
で
す
。「
安
曇
野
市
よ
り
移
住
者
へ

の
政
策
に
熱
心
な
自
治
体
が
あ
る
」
な
ど
、
あ
げ

れ
ば
き
り
が
な
い
で
す
が
、
安
曇
野
市
で
子
育
て

を
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？
そ
ん
な
こ
と
を
知
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
る
と
、
ど
れ
も
市

に
か
か
わ
る
大
事
な
議
論
だ
け
れ
ど
「
自

分
に
関
わ
り
の
あ
る
テ
ー
マ
は
少
な
い
」
と
感
じ

ま
し
た
。
毎
日
の
子
育
て
政
策
に
い
ろ
い
ろ
不
満

を
持
っ
て
い
る
お
友
達
は
周
り
に
た
く
さ
ん
い
る

け
ど
、
こ
の
不
満
や
日
々
の
子
育
て
に
関
す
る
要

望
は
ど
う
解
決
す
る
の
か
？
と
て
も
不
安
に
な
り

ま
し
た
。
安
曇
野
市
政
に
何
か
し
ら
関
わ
ら
な
け

れ
ば
、
私
た
ち
の
身
近
な
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

く
ら
い
で
よ
く
使
わ
れ
始
め
た
言

葉
に
「
自
分
ご
と
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
そ
う
で
す
。
議
会
で
話
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、「
ひ
と
ご
と
」
で
は
な
く
、
自
分
や
自
分
の
子

ど
も
の
未
来
に
か
か
わ
る
「
自
分
ご
と
」
で
す
。

ど
ん
な
形
で
も
い
い
か
ら
議
会
に
関
心
を
持
ち
、

身
近
な
問
題
を
解
決
し
、
未
来
の
安
曇
野
市
を
つ

く
っ
て
い
く
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
議

会
傍
聴
を
し
て
私
が
思
っ
た
こ
と
で
す
。

　今号作成にあたり、中高生を含む議会だよりモニ
ターさんから寄せられた、「もっと解説があったら分
かりやすい」というご意見にどうお応えするか、委員
全員で検討しました。議会は市民の皆さんの生活に身
近なことを取り上げたいと願っていますが、議会の仕
組みや独特の用語などもあって分かりにくい点が多い
かも…と感じます。そこで「議会のトリセツ」を記事
にしよう、ということになりました。シリーズ化も決
定！市民の皆さんに議会にもっと関心を持ってもらえ
るよう、作成していきます。ご期待ください。

副委員長　小林 陽子　

議会広報特別委員会
　委 員 長　増田望三郎　副委員長　小林陽子
　委 　 員　小松洋一郎　内川集雄　小林純子　中村今朝子
　　　　　　一志信一郎　井出勝正　坂内不二男　林　孝彦
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6月議会　定例会のお知らせ
議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
無料の託児サービスは、事前予約でご利用いただけます。ご希望の方は
議会事務局（71-2156）へご連絡ください。

請願・陳情の締切は5月22日（金）午後５時です。それ以降の提出は
次の定例会での審議になります。ご注意ください。
開会時間は、本会議10：00～　委員会10：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ
公職選挙法に基づき、議員の寄附

行為の禁止を徹底します
地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』

晴天とドングリ帽と
子どもたち

広報委員会の自由な議論の様子

き
っ
か
け
は

こ
こ
10
年

日 月 土火 水 木 金
18 19 20 21 22 23

24

31

25 26 27 28 29 30

8 9 10 11 12

6/1 2 3 4 5 6

14

7

15 16 17 18 19 20

13

21 22 23 24 25 26 27

請願・陳情
締切

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任委員会
（総務環境）

議会運営委員会・
全員協議会

議会運営委員会・
全員協議会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

本会議
（閉会）

本会議
（開会）

5/17

本会議
一般質問・
議案質疑・
委員会付託

実
際
、

安
曇
野
市
政
を

24


